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1 ．はじめに  

近年、高度情報化に伴いPC(Personal Com-

puter)の性能は向上してきたが、演算クロッ

ク周波数は限界を迎えつつあり、マルチコア

CPUが主流になってきている。また、PCクラス

タなどの分散メモリ型並列計算システムも注

目されている[1]。 

 最近では、フロッピーディスクの代わりと

してUSBメモリが多用されている。USBメモリ

は安価で大容量のものが比較的簡単に入手で

き、持ち運びも便利である。 

 そこで、本研究では、HDDの代わりにUSBメ

モリを利用して、持ち運べるPCクラスタを構

築し、USBメモリを用いたPCクラスタと、HDD

を用いたPCクラスタの性能比較を行うことを

目的とする。 

 なお、本研究では性能比較を、領域分割法

による流れのモデル解析を導入し、MPIによる

並列計算ライブラリを利用したものを用いる

[2][3]。 

 

2 ．PCクラスタの構築 

今回は従来のようなHDDを使用したPCクラ

スタとHDDを使用せずにUSBメモリを用いたPC

クラスタを構築する。そこで、USBメモリに収

まるOSとして、Fedora10を採用した[4]。 

Fedora10はLinuxディストリビューション

の一つで、RedHatをベースに開発されたもの

である。 

 OSのインストール先をUSBメモリに変更す

る。起動順序の変更で、USBメモリが最初に読

み込むように変更する。以上の２点にさえ気

をつければ、特に違いがなく、HDDとUSBメモ

リでPCクラスタの構築が行える。 

  

  3．並列計算ライブラリ 

 PCクラスタで用いられる並列計算ライブラ

リとして、MPI（Message Passing Interface）

や、PVM(Parallel Virtual Machine)などがあ

る[5]。 

本研究では、MPIの一つであるMPICHを、並

列有限要素法を行うにあたって利用してい

る。MPIはCまたはFortran 77の並列プログラ

ミング用ライブラリである。 

 

4．システム環境及び計算条件 

 表１に本研究で用いた計算条件を示す。ビ

ルモデルで用いた有限要素メッシュは、レイ

ノルズ数7.9×10³、総節点数473,964、総要素

数448,109、時間間隔0.01、安定係数0.20であ

る。 

表1.計算条件 

Re Nodes Elems ⊿t α i

7,900 473,964 448,109 0.01 0.2  
 

 また、表２に本研究でのシステム環境を、

表３に記憶装置の詳細を示す。 

 

表2.システム環境 

CPU Core2Duo 2.4GHz
Memory 1024MB
Chache Size 4MB ×2
OS Fedora10  

 

表3.記憶装置 

ADV1-4 Por1 Por2-4
Interface SATA2 USB2.0 USB2.0
容量 160GB 16GB 8GB  
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5．解析モデル 

 解析モデルをMicroAVS[6]によって可視化し

たものを図１に示す。 

Metisによって分割された解析モデルを

PMVIS[7]を用いて可視化したものを図2に示

す。 

計算時間を図3で示し、解析結果をMicroAVS

を用いて可視化したものを示す。図4は圧力図、

図5は流線図である。 

 

 
図1.解析モデル 

 

 

図2.Metisによる領域分割 
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図3.分割数毎の計算時間 

  

 
図4．圧力図 

 

 
図5．流線図 

 

6.おわりに 

 本研究では、解析モデルをMetisによる自

動領域分割をした後、HDDのPCクラスタとUSB

メモリのPCクラスタの両方で並列計算を行

い、性能比較を行った。 

 将来的にUSB3.0を用いれば、USBメモリの

PCクラスタの性能はより良いものになるだ

ろうと予想される。 
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